
■ 製品概要

・ 製品名 ポルトガードSF　　（内外装用）

・ 種　類 コンクリートおよび多孔質無機基材表面防汚コーティング材

・ 主成分 水性シランフッ素

■ 目的

・ コンクリート表面の長期間防汚　

・ コンクリート表面の劣化防止

・ 多孔質無機基材表面の長期間防汚　（ 汚れ・カビ・藻・エフロ）

PORTGUARD SF
水性シランフッ素系超撥水コーティング材ポルトガード S F
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コンクリート面 多孔質面 超撥水・防汚・防藻

内外装用

F ☆☆☆☆

ポルトガードSFは水性シランフッ素を主成分とするコンクリート製品および多孔質無機基材用

防汚・防藻コーティング材です。

コンクリートの表面に超撥水の保護層を形成し、製品の汚れ・コケの発生を抑制します。

コンクリートの表面に超撥水の保護層を形成し、表面劣化を抑制します。



PORTGUARD SF

■ 目的

・ 多孔質無機基材表面の長期間防汚　（ 汚れ・カビ・藻・エフロ）

・ コンクリート表面の長期間防汚　

・ コンクリート表面劣化防止

■ 効果

・ 多孔質無機基材に対し、非常に優れた撥水性及び発油性を与えます。

・ 長期間にわたり表面の防汚性を維持しまた洗浄も容易になります。

・ 超撥水効果により藻類やコケの発生を抑制します。

・ 超撥水効果により雨筋汚れの付着を抑制します。

・ 超撥水効果によりコンクリート表面の劣化を抑制します。

・ 促進耐候性試験5000時間経過後も撥水効果が持続。

【水の接触角測定写真】

■ 施工上の注意事項

・ 材料は直射日光を避け、高温にならない場所に保管してください。

・ 飛散および施工範囲外への付着に注意してください。除去できません。
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株式会社セントラルコンクリート

　〒107-0061　東京都港区北青山2-7-26-805

ＴＥＬ：03-5410-2580　ＦＡＸ：03-5410-2588

ＵＲＬ：http：//www.central-c.co.jp

無塗布

無塗布

SF塗布

SF塗布

※２回塗布してください。 ２回目は１回目乾燥後塗布してください。

２回目は撥水効果が発生していますので液だれに注意してください。

写真4 　5000時間試験体３－９　126.９°

ポルトガードSF

水性シランフッ素系超撥水コーティング材

塗装工程 使用材料
標準使用量
（ kｇ/㎡ ）

塗装方法 備考

下地処理 欠け、ピンホール、クラック補修等が必要な場合は現場毎の施工要領書に基づき下地処理する。

　　　自然乾燥養　生

素地調整 　　　施工面清浄化 :　施工に支障のある付着物、汚れ等を除去する。（状況により高圧洗浄）

含浸材塗布 　　　ポルトガード SF 0.08～0.12 刷毛・ローラー 飛散注意



 株式会社セントラルコンクリート

PORTGUARD SF
ポルトガード SF （ 水性シランフッ素系超撥水コーティング材 ）
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■ 概要

・ ポルトガードＳＦ（水性シランフッ素系超撥水コーティング材）を塗布することにより、

コンクリート構造物耐久性の向上と同時に防汚、防藻効果が期待できる材料です。

■ 製品概要

・ 製品名 ポルトガードＳＦ

・ 荷姿 １0 kg　/　缶

・ 種　類 水性シランフッ素系防汚コーテイング材

・ 主成分 水性シランフッ素

■ 目的

・ コンクリート構造物の高品質化

・ コンクリート構造物の長寿命化

・ コンクリート構造物の劣化進行抑制、表層保護、耐久性の向上、予防保全

・ コンクリート製品および多孔質無機基材表面の長期間防汚　（ 汚れ・カビ・藻・エフロ）

・ コンクリート製品および多孔質無機基材の表面劣化防止

■ 効果

・ コンクリート表面に塗布することで超撥水効果により外部からの水分の侵入を防ぎます。

・ 塗布後の表情変化が少なく、素材の質感が長期にわたり保持されます。

・ カビや藻等の発生を抑制します。

・ 雨筋汚れの発生を防ぎます。

・ 超撥水効果により水分を弾きます。

・ 超撥水効果により汚れの付着を抑制し、付着した場合でも除去が容易です。



■　施工要領

〇 使用材料

・ ポルトガードSＦ（水性シランフッ素系超撥水コーテイング材）　10kg / 缶

〇 工具等

・ ローラー、刷毛、皮スキ、サンドペーパー、ブロア、ウエス、養生材等

〇 施工フロー

〇 施工上の注意事項

・ ポルトガードＳＦ（水性シランフッ素系超撥水コーテイング材）は施工面以外の箇所に飛散

しないように確実に養生してください。

準 備

施工範囲確認

養生

施工面清浄化

施工面温度管理

下地処理

自主検査

・ 施工範囲及び施工環境（換気・明るさ等）を確認する。

・ 使用材料・工具の搬入・資材置場の確認。

・ 既設コンクリートにおいて、ひび割れ・爆裂及び断面欠損等は補修

要領に基づき補修し平滑に仕上げる。

・ 必要に応じてサンダーケレンを行う

・ 作業範囲と安全の確保を確認する。

・ 補修・ケレンが計画とおりに行なわれているかを確認する。

・ 確認の結果 気になる箇所等が確認された場合は、速やかに担当部

署に連絡する。

・ 材料の飛散・はみ出し等で周囲を汚さない様に適切に養生されてい

るか確認する。

・ エアブロー、刷毛等で施工面の埃等を除去する。

・ 付着突起は皮スキで取り除く。

・ 施工面は乾燥面（表面含水率8％以下奨励）としてください。

・ 施工面の温度を確認する。

・ 施工に適切な気温条件でない場合は監督員相談の上、適切な措置

を講じる。

・施工面の乾燥を確認後ポルトガードSＦを均等に塗り残しの無い様

に塗布する。

塗布量 ： 0.08kｇ/㎡～0.12kｇ/㎡

・２回塗布してください

・２回目は１回目乾燥後塗布してください

・２回目は撥水効果が発生していますので液だれに注意してください。

・施工後は施工面が乾燥状態になるまで水分に触れないようにする。

完了検査

ＳＦ塗布



■　製品取扱い時の注意事項

〇 危険有害性の要約

・ 吸引したり、皮膚または眼に触れたりすると、中毒や刺激の恐れがありますので、材料使用前

に必ずSDSをお読みいただき、記載された注意事項を厳守し、安全に作業を行なってください。

〇 保護具の使用

・ 材料の取扱い時、施工時には必ず保護具を着用して作業を行なってください。

〇 安全取扱い注意事項

ミスト/エアロゾルを吸収しないこと。

〇 材料の保管

・ 直射日光・雨・雪の当たらないところに保管してください。

・ 低温で、換気の良い場所で容器の栓をしっかりと閉めて保管してください。

・ 子供の手の届かないところに保管してください。

〇 応急処置

・ 吸入した場合

エアロゾルあるいはミストの吸入後：被災者を空気の新鮮な場所に移すこと。

症状が続く場合、医師の診察を受けること。

・ 皮膚に付着した場合

直ちに多量の水で洗い流す。皮膚刺激が続く場合、医師の診察を受けること。

・ 眼に入った場合

直ちにまぶたを開いた状態で、多量の水か、必要な場合は、洗浄液を用いて5分間以上、

完全に洗い流すこと。

不快感が続く場合：眼科医の診察を受けること。

・ 飲み込んだ場合

水で口をすすぐこと。直ちに医師の診察を受けること。

〇 火災時の処置

・ 消火剤

水噴霧, 二酸化炭素（CO2）, 粉末消火剤 

・ 特有の危険有害性

化学火災時の標準手順

・ 特有の消火方法

 消火水を排水設備、土壌、水系に流入させないこと。

十分な消火用水供給施設を確保すること。

火災焼残物及び汚染された消火水は国及び地方自治体の条例に従って処理すること。 

・ 消火を行う者の保護

火災の場合：自給式呼吸器を着用すること。

〇 SDS（安全データシート）を熟読のうえ、安全に作業を行なってください。



■　施工事例

■　製品取扱い時の注意事項
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